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２０２３年３月１５日 

林 理恵 メディア総局長 ３月定例記者会見 要旨 

 

１． 統一地方選挙「みんなの選挙」の取り組みについて （林メディア総局長） 

 

私からは４月の統一地方選挙に向けた取り組みについて説明します。２０２３年度・

新年度、編集の重点事項のひとつに「デジタル時代に新しい公共性を確立する」という

ことを掲げています。今回の取り組みはその具体的な形の紹介となります。 

NHＫの「みんなの選挙」は、去年７月の参議院選挙の際に立ち上げたプロジェクトで

す。障害などのために投票に行けなかった人や行きづらかった人、そして投票率が低

い水準にとどまっている若年層や高齢者にも、投票するのに役立つ情報を、番組やニ

ュースのリポート、特集サイトなどで提供しています。これまで参議院選挙と８つの知

事選挙で取り組みを実施しました。たとえば、選挙の争点について、誰にでも分かりや

すくお伝えすることに徹底的にこだわった解説動画やウェブコンテンツを制作してい

ます。                   

来月の統一地方選挙では取り組みをさらに進め、４月９日の前半戦投開票日、総合

テレビの開票速報の一部を E テレで同時に放送し、そこに手話通訳を付けることを試

みます。開票速報に手話を付けて放送するのは、ＮＨＫとして初めての試みです。手話

への同時通訳で正確を期すため、入念に準備します。 

また、ＮＨＫの福祉番組、「ハートネットＴＶ」では、前半戦の投開票日１週間前に、「み

んなの選挙スペシャル」をお伝えします。番組に先立ってＮＨＫは、全国１７４１市区町村

の選挙管理委員会に、「投票弱者」とされている人たちに対して、どのような配慮をし

ているかをアンケートしました。その結果見えてきた課題は何か。当事者の声や各地の

先進事例も紹介しながら、誰もが安心して投票するために、今何が求められているの

かを考えます。 

「ハートネットＴＶ みんなの選挙スペシャル」は、通常より３０分拡大した特番です。

生放送で、投開票日１週間前の、選挙に関する最新情報もお伝えします。生放送でも字

幕を遅れずに表示する、「ぴったり字幕」をつけて放送する予定です。 

さらに、「みんなの選挙」の特集サイトでは、障害のある人が投票所で受けられるさ

まざまな支援の内容や、郵便投票、代理投票の方法などをイラスト付きで解説してい

ます。今回の統一地方選挙に向けては、「コミュニケーションボード」をダウンロードで

きるようにしました。障害のためにコミュニケーションが困難な人が、投票所の係の人

に支援を求める際に意思を伝えるためにご活用いただきたいボードです。 

こちらのコミュニケーションボードは、すでに福祉団体など要望があったところに

3000 部発送しています。今後、点字版も含め、さらに要望に応じて発送する予定で

す。                           

選挙は、国民の最大の政治参加の機会であり、視聴者に判断材料となる情報を届け

ることは、公共メディアの使命です。「投票したいのにできなかった」、そんな人たちの

声に向き合うと、自分の意思を一票に託す投票の重みを実感します。投票する権利の

ある方がひとりでも多く選挙に参加することを目指す「みんなの選挙」の取り組みを、

多くの方に知っていただきたいと思います。 
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２． ４月からの BS4Kが魅力的に （熊埜御堂メディア戦略本部長） 

 

４月から内容を大幅に充実させるＢＳ４Ｋは、１２月の衛星放送の再編を先取りして

お届けしたいと思っています。 

BS4K の充実のポイントは３つ、「平日夜の好評番組をスケールアップすること」、

「土曜夜、見ごたえたっぷりの特集番組を」、「超高精細映像ドラマの充実」です。 

平日の夜は、月曜から木曜まで、視聴者のみなさまからの支持の高いレギュラー番

組を、現在の６０分サイズから、９０分サイズにスケールアップして、午後７時３０分から

放送します。また、特集番組の人気シリーズも、平日夜間に登場します。毎月最終火曜

の午後７時３０分からは、「究極ガイド２時間でまわる」シリーズをスタートします。日本

人が観光地で過ごすと言われる２時間で、いかに観光地を余すところなく楽しみ尽く

すか、独自取材で導き出した究極のルートをお伝えする番組です。４月２５日の回の舞

台は、エジプトのピラミッドです。臨場感あふれる４Ｋ映像でぜひ、充実の観光気分を

味わっていただければと思います。 

ポイントの２つ目は、「土曜夜、見ごたえたっぷりの特集番組」です。４月１日は午後８

時から平安神宮の夜桜を生中継します。また、８日の午後９時はＭＩＳＩＡさんの２５周

年ライブです。このほか毎週、さまざまな特集番組をお楽しみいただきたいと思いま

す。 

３つ目は「超高精細映像ドラマの充実」です。現在、大河ドラマ「どうする家康」は、Ｂ

Ｓ４ＫとＢＳプレミアムで、日曜の午後６時から、総合テレビに先駆けて放送し、好評い

ただいています。これまでの放送時間はそのままに、ＢＳ４Ｋでは、４月１６日から、さら

に早い時間、日曜の午後０時１５分からも放送します。そして、同じく毎週日曜の午前１

１時３０分からは、２００８年の大河ドラマ「篤姫」を４Ｋでよみがえらせて放送します。 

また、４月下旬にはＮＨＫ版、金田一耕助シリーズ第４弾の「犬神家の一族」を２週に

わたってお送りするなど 4Kドラマのラインアップを充実させています。 

なお、４Ｋ番組のほとんどは、ＢＳプレミアムなどでも編成して、できるだけ多くの視

聴者にお楽しみいただけるようにして参ります。 

２３年度、ＮＨＫの衛星放送は次のステップに進みます。現在、ＢＳ１とＢＳプレミアム

の２Ｋ放送のみをご覧いただいている視聴者のみなさまにも、新たに超高精細映像で

お届けしている４Ｋ放送をご覧いただけるよう、衛星放送をさらに充実させて参りま

す。 

（以上） 


